
園 蘭越木彫品製作組合一いままでの経緯

1999年5月初旬 知り合いのペンシヨンのオーナーより蘭越町の建設会社社長より
自分ガ経営している庖鋪併用住宅を買ってくれる人を探しているよ。
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との構報あり0・・Eん、買わ怠い?との電話あり。

詳しいはなしを聞き!こ、ニセコ巴くる。ペンシヨンオーナーの話では
ペンシヨンを建設するときお世話巳なつだ建設会社社長で、蘭越の
湯の里Zある『おそばやさん』。当時おそば、あげいも等を売っていだ。
が、名駒のほう巴そうおそばやさんをだしだので、入手がない、買って貰え
ないぜろうか?との話。そのペジシヨンのオーナーは、たまたま、
九州より旅行巴きていだA氏巴も話すとA氏も九州の自宅!こもど
り、検討したが毅戚等の反対巴あい断念。
だまだま、わ芝しがかねてよりこの周辺に住みだいことを話していだ
ことを思い出して電話をくれだ。

早速、現地を視察、当時営業はしておらず外観のみ見た。その折
建物横の電柱巴売り家の看板。本当巴売っているんだ。と思い、
検討すると約束して帰宅。

直接、話を聞き巴建設会社社長とペンシヨジ!こて会う。
約10年間、わたしが経営していたが、名駒巴もう一軒庖を芝したので営業
出来ない。町よりの借地なので営業しないのであれば現状復帰しな
ければ怠らない、解体費用もかかるのでできれば現状のままで買って
ほしいとのこと。金額は現状の建物で百万円とのこと。住む巴は改装
しなければ住めないガ建設会社であるから安<改装できるとの之と。
帰宅して、検討。当断ムは、札幌で建築設計事務所を経営していたが

社屋兼住宅を売却、蘭越移住の準備|こはいつだ。

再度、社長と交渉、現状渡し百万円、改装費用四百万円、計五百万円
で、受渉成立、

工事着工。

自宅売買成立。

建設会社巴て間取り等打合せ。その折、 「着手金百万円払いますか?J
との申し出をする。社長いわ<、それは転居してからでいいとのこと。
私は「社長、工事費の見積り出ましだか?Jと催促。
今、しているのですこし待ってほしい。五百万円の予算は聞いている
ので心配しないで。とのこと。私も住宅の見積りはできるので特|之心配
はしなかった。

社長より電話。町よりの借地のだめ、改装する旨届け出をし怠ければ
ならない。ついては図面を書いてほしい。快誌。

その後、現在の建物は私、所有であるが、蘭越木彫品販売所として借地している
ので蘭越木彫昂組合の組合長巴なってもらえない怠ろうか。とのこと。
わだしは、建築、妻は画家、ライフフークとしてクラフト製作もしてh
起ので、これをきっかけ巴地域振興巴も微力ながらお手伝い
できると思い快諾しましだ。
社長は、そうすること巴よって、町への報告もスムーズにいくし、
あ怠t!も歓迎されると。
町長とも親戚なのでその旨もSきしてあるとのこと。
私遣の夢はひろがり、新天地で活躍しようと思っ註。

平成11年7月17日付の木彫組合役員変更の・類を作ってほしいとのこと。
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わだしが作成し、社長、他の組合員も掠印しだ。

当日付の書類巴係印。町!こ提出とのこと。

工事進行、週末巴現場視察の2ヶ月間。

その折、再三、見積り金額の確廊。
大丈夫。ここで40年建設会社をしているの芝から、町の指名業者巴も
なっているのだからと。
しかし、工事の遅れがめだちはじめる、 10月10日オープンのため
9月末広は引っ越す旨話す。

引っ越し

1999年10月10日 オープンセレモ二一。

1999年10月

1999年11月

1999年12月

2000年2月

と

当日、建般会社社長、町議会繊員、地域の方30数名
をお招きして開催。

誌居してまもなく、社長より工事見積提示。
金額、千三百万円。びっくり仰天。わだしもプロ
どう、見積っても、六百~六百五十万。社長巳再三、五百万円の予算定と
伝えたが社長の資金繰りのことも考え、約束の五百万円はとりあえず支払つだ。
その翌日、建物登記の書類を作ってほしい旨だのむと登記はできないと。
びっくり仰天。どうしてかと、だずねると町の土地なので
登記はできないとのこと。町の土地でも建物は登記できるのでは。との問い巴
『できない』の一点張り。
そのころ、誓約書なるものをもってきて、掠印してほしいとのこと。
みると、住宅としては使且L.!d;い旨の誓約書。わだしは社長仁談判しだガ
借地代金、固定資産税モー・ーさんが払コているんだから大丈夫o

町長と親戚怠のでうまくぎさあるから大丈夫、書類を芝さないとこまる。
とo

社長来訪、町長|こ挨拶をしてほしいと。
わだしも、町長!こは御会いしていなかっ恕ので翌日役場ヘ
その折り、社長は、今日は、だまって町の話を聞いてほしいと。
わだしは、意味がよくわからなつかだが言うとうりlこじ定。
その折り、とんでもない話があったE。

町長よりわだしの住んでいる建物は町公圏内巴あり、居住できないと。
わだしはびっくりしだが社長とのことおあり、たさまって説明を聞いた。
解決策として町営住宅を借りてほしいとのこと。
しかし町長よりも蘭越で頑張ってほしい旨激励された。
その折り、どんなちのを製作、販売しているのかと聞かれ、私達が製作している
もの、どんな営業かも、かいつまんで説明しましだ。
町長は、幽泉閣も町の施設なので販売を頼みなさいとまでいってくれだ。
その後、私は社長巴だまされたと思い、五百万円の返還をせまつだ。しかし
社長は、町の意向を聞いて町営住宅を借りてほしい。半年くらいで
住めるようにするからとo

私だちも全財産を注ぎ込んで移住しだてまえ、社長の話を信じるしかなく不本意
であつだガ承箆した。

社長、資金繰り巳困っているので国金からお金を借りて支払ってほしいとのこと。
わだしは、登記できない。住めない。町営住宅の2重経費。その状態で支払いは出来怠
いと矩否。

再三の社長との折衝も進まず、弁護士に相談。
(1)人を獄いて、財物を交付させた者は、 10年以下の懲役区処する。
(2)前項の方法巴より、財産上不法利益を徳又は他人巳これを得させ担者も、同項
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同様とする。
刑法246条の疑いがあるが

すこし経過を見なさいとの指導あり。

転居して満3年経過。

社長より、突然蘭越木彫品組合を解散する。ついてはでていってほしい。
との話。私は、組合長は私。唐突巴解散はできないのでほしζ亙論。
その後も、2度ほど同様の話ガあつだので経緯を知ってい司・・隊員巴相談。
総務委員会で決着済との言葉巴すこし安心。 一一ー
しかし、わだしもこの状態での暮らし|こ疲れ町との面談を希望していだガ
実現せず。

社長より、木彫組合は解散しだので秋まで|之解体する。と、之んどは脅迫してきた。
いままでは、社長のこと、町のこと、 i也織のみなさんのことを考え
わたさしの意見を積極的!こ述べなかつだが、詐鍬的行為、まだ、脅迫めいた電話まで
して解体するとの言動巴 もいるので、暴力的行為Zなるまえ!こ
経緯を説明しだいと思い、 ・・E議員!こ相駁して総務課長巴御会いし
現状を説明したいとおも以窓哲架庁しました。

もはや、社長を通してではわたしの真意はつだわっていないと判断し、
なりゆき巴よっては、第3者の意見も聞き、告訴等の手段も検討しなければ
とおもっております。

だだ、夢をもってきたこの地。友人も沢山でき工芸と農業を結ん芝地威おこしも
友人と語りあってきた現在、だまされ定とはいえ関越町民として生きていくだめ
円満に解決すべき遣を探しております。

平成14年4月248




